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法政大学多摩キャンパスでは、2013 年 12 月 9 日に
簡易気象観測システム 2基を設置して以来、7 つの気

























の小文では、その後の 2015 ～ 2015 年に観測された
気象データとその分析結果について報告したい。
Ⅱ　気象観測システムの設置場所と観測条件
設置した気象観測システムは Weather Hawk 社製の
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気象観測システムの設置は 2013 年 12 月 9 日に納
入業者によって行われたのち、2017 年 7 月現在まで
気象観測を継続中である。ただし、社会学部棟観測
点では、2014 年 2 月 25 日 4：00：01 より同年 3 月 6

























った。気象庁によると 2015 年と 2016 年の梅雨の時
期（6 ～ 7 月）の降水量は平年値に対してそれぞれ
128％、74％であったと報告しているが、多摩キャン
パスの降水量データはそれを反映していると言える。
日平均気温は 2015 年と 2016 年とも 7 ～ 8 月にピ
ークとなった。しかし、梅雨の時期に降水量の多か


























1 時間ごとに観測したデータおよび図 1、2 に示し
たデータから、2015 年と 2016 年の日射量、降水量、
気温、相対湿度、風速、気圧について年積算値また
は平均値、極大値、極小値をまとめたのが表 1 と表 2
である。
年積算日射量は 2015 年に社会学部観測サイトで






















年平均気温は 2015 年と 2016 年で差異はなく、社
会学部観測サイトで 14.7℃、野球場観測サイトで
14.0℃となった。年平均気温は社会学部観測サイトで
若干高いが、多摩キャンパス全体では 14.0 ～ 14.7℃
であると推定される。日最高気温の極大値は 2015 年
に社会学部観測サイトで 34.9℃、野球場観測サイト





























年積算値 1,064,911 2,113 － － － －
年平均値 － － 14.7 63.4 0.16 993
極大値 6,676 186 34.9 100.0 9.99 1,012
極小値 180 0 －3.9 6.1 0.00 970
野球場
サイト
年積算値 994,121 2,080 － － － －
年平均値 － － 14.0 75.8 0.27 994
極大値 6,198 241 34.8 100.0 10.3 1,013





















年積算値 1,052,508 1,930 － － － －
年平均値 － － 14.7 66.4 0.12 1,003
極大値 6,920 232 35.8 100.0 13.05 1,012
極小値 85 0 －2.7 5.6 0.00 964
野球場
サイト
年積算値 999,401 1,862 － － － －
年平均値 － － 14.0 72.9 0.44 1,002
極大値 6,518 274 36.4 100.0 11.7 1,011





す風速の極大値は 10 ～ 13 ms－1 に達することも明ら
かとなった。気圧は観測サイト間で比較的安定した
観測値を示したが、年による差異が若干見られた。最
大で 1012hPa、最小で 970hPa 程度の気圧となった。
多摩キャンパスより標高が 100 m ほど低い八王子
のアメダス観測点では、年平均気温が 14.5℃、年降



























冬日、真冬日の観測日数は、2015 年にそれぞれ 33 日、



































社会学部 33 0 3 43 0
野球場 33 0 2 64 0
2016 年
社会学部 25 1 1 41 0
野球場 25 1 1 65 0
八王子気象観測所
2015 年 46 14 7 68 0
2016 年 55 4 0 49 0
府中気象観測所 ※1
2015 年 48 12 18 52 0
2016 年 57 4 0 37 0
東京管区気象台 ※2
2015 年 47 11 26 13 0
2016 年 57 3 10 6 0
※1：小金井キャンパス代替データ（気象庁 HP より入手）
※2：市ヶ谷キャンパス代替データ（気象庁 HP より入手）
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を克服していく必要があると考えている
●　 二つの観測サイトのデータから多摩キャンパ
ス全体の観測値をどのように推定するか。
●　 今後、センサー類の劣化が順次進んでいくが、
それを踏まえた今後の維持管理について検討
していく必要がある。
●　 気象データが有効活用されるように、生デー
タを無料でネット配信したり、積極的な活用
法についてのアイデアを考える必要がある。
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